
ご注意 本資料に掲載されている業績予想は、当社が発表日現在において入手可能な情報をもとに当社が合理的

に判断したものですが、不確実性を含んでおり、その内容を当社として保証するものではありません。

実際の業績は今後の様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 
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平成 23 年 12 月期 通期（連結・個別）業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 23 年 12 月期通期(平成 23 年１月１日～平成 23 年 12 月 31

日)の連結及び個別業績予想について、平成 23 年８月８日付当社「平成 23年 12 月期第２四半期累

計期間の連結・個別業績予想の修正に関するお知らせ」にて公表しました平成23年 12月期 通期 連

結業績予想、及び、平成 23 年２月 14 日付当社「平成 22 年 12月期決算短信」にて公表しました通

期 個別業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

１．平成 23 年 12 月期 連結業績予想数値の修正 

 (1)平成 23年 12 月期 通期 (平成 23年１月１日～平成 23 年 12 月 31日) 

   
売上高

(百万円) 

営業利益

(百万円) 

経常利益

(百万円) 

当期純利益 

(百万円) 

１株当たり当

期純利益(円) 

前回発表予想（A) 
7,000 180 150 94 5,913.44 

（平成 23年８月８日発表） 

今回発表予想（B) 7,573 240 207 153 9,654.02 

増減額（B-A） 573 60 57 59 － 

増減率  8.2% 33.5% 38.3% 63.2% － 

(注) １．前連結会計年度は決算期の変更により、平成22年９月１日から平成22年12月31日までの４ヶ月間となって

おります。このため、参考情報として前期実績については記載しておりません。 

２．当社は、平成23年７月１日付けで、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施しておりますので、

通期業績予想の１株当たり当期純利益につきましては、分割後の株式数を基にして算出しております。 

                          

２．連結業績予想数値の修正の理由 

東日本大震災の復興需要が下期において本格的に顕在化したため、沈下修正工事及び地盤改

良工事の売上が想定よりも上回りました。その結果、グループ全体の売上も計画より増加し、

営業利益、経常利益及び当期純利益が見込みよりも大幅に増加する見通しです。 

 

 

 

 

 



ご注意 本資料に掲載されている業績予想は、当社が発表日現在において入手可能な情報をもとに当社が合理的

に判断したものですが、不確実性を含んでおり、その内容を当社として保証するものではありません。

実際の業績は今後の様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 
  

３．平成 23 年 12 月期 個別業績予想数値の修正 

 (1) 平成 23 年 12 月期 通期（平成 23 年１月１日～平成 23 年 12 月 31日） 

   
売上高

(百万円) 

営業利益

(百万円) 

経常利益

(百万円) 

当期純利益 

(百万円) 

１株当たり当

期純利益(円) 

前回発表予想（A) 
326 18 18 17 1,110.29 

（平成 23年 2月 14 日発表） 

今回発表予想（B) 317 9 16 26 1,637.61 

増減額（B-A） 8 △8 △1 9 － 

増減率 △2.6％ △47.2% △6.0% 53.1% － 

(注) １．前連結会計年度は決算期の変更により、平成22年９月１日から平成22年12月31日までの４ヶ月間となって

おります。このため、参考情報として前期実績については記載しておりません。 

２．当社は、平成23年７月１日付けで、普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施しておりますので、

通期業績予想の１株当たり当期純利益につきましては、分割後の株式数を基にして算出しております。 

 

４．個別業績予想数値の修正の理由 

売上高の低下に伴い営業利益が減少するものの、受取利息配当金等の営業外収益の増加によ

り経常利益はほぼ期初の計画通りとなります。また、期初には見込んでいなかった税効果につ

いて、本発表日現在における翌期以降の予想業績をもとに回収可能性を検討、見直しをした結

果、新たに8百万円ほどの追加回収が見込まれることから、繰延税金資産を追加設定したため、
これにより当期純利益が大幅に増加する見通しです。 

 

以 上 


